


































の間に配置すること。（高電流ループが形成されて、火傷を起こすおそれ）   
－RF信号の発生する領域では、コイルのケーブルがループを作ったり、2本のケーブルが交差しな
いように注意すること。  

















































































 データの消失を防ぐ為には、撮影した検査画像を、速やかに院内 PACSへ転送する、 
または、DVD等の保存媒体に記録する必要がある。 
2-4-4. ウィルス対策 
 MRIに限らず、院内すべてのコンピュータ端末には、最新のウィルス対策ソフトウェアの 
インストール及び更新を行うこと。 
また、外付け USB等の保存メディアも同様にウィルス対策を行うこと。 
2-4-5. 検査時の注意点 
－検査室のドアが開いた状態で検査を実施しないこと。 
－音に対する耳への保護等の手段を講じること。 
－コンタクトレンズについて 
 カラーでは無いコンタクトレンズでも、安全性や画質への影響面から、基本的には外すこと。 
－妊婦（胎児を含む）の患者について 
 胎児に対する安全性が確認されていないため、医師の判断を仰いで検査すること。 
特に、器官形成器である妊娠 4ヶ月までのMRI検査は控えた方が良い。 
－小児の患者について 
 必要に応じて医師の判断を仰いでから検査を施行すること。 
－体内金属のある患者について 
 MRI対応の金属である事が確認出来ない場合は、原則禁止となる。 
 MRI対応金属か否かの確認は、体内金属製造企業に問い合わせること。 
－歯科用インプラントの患者について 
 MRI対応のインプラントであるかどうかを確認すること。 
確認出来ないようであれば、医師の判断を仰いで施行すること。 
また、磁石型のインプラントは、検査を施行する事で、磁石の機能が低下する場合がある。 
－化粧について 
 基本的には、全て落とすこと。特に、目の周囲には注意すること。 
－皮膚に貼り付ける貼付薬について 
 皮膚に貼り付ける物は、発熱、火傷の可能性があるため外すこと。 
－頭部検査時の検査着への着替えについて 
 金属物の吸着や磁気カードのデータ消失等の問題に繋がる可能性があるため、 
基本的には、着替えた方がより安全に検査を施行できる。 
269 
－入れ墨のある患者について 
 火傷の危険性がある為、基本的には検査できない。 
－体内にシリコンが入っている患者について 
 問題ない。 
 
注：上記の内容に関して、担当医師が患者への臨床的メリットが、危険性を上回ると判断した場合には、
検査を行う事が可能である。 
